
第４章 リスクアセスメントの体験 

体験１ 危険性又は有害性の特定 

 
〔個人作業〕 

前ページのイラスト（課題）をみて、どんな危険性又は有

害性があり、それによって、どんな災害が発生するのかを想

定しながら、次の「危険性又は有害性の特定票」を用いて、

危険性又は有害性と発生のおそれのある災害を表現してみ

ましょう。 
イラストに隠された危険の芽と発生のおそれのある災害

は、１つや２つだけではありません。イメージを膨らませて

発生しそうな災害を記入用紙の「危険性又は有害性と発生の

おそれのある災害」欄に記録します。 
 
 

危 険 性 又 は 有 害 性 の 特 定 票 

 
① 危険性又は有害性  「～に、～と」 ② 人  「～が」 

例）  

階段  

例）  

作業者  

③ 危険性又は有害性と人が接触する状態  「～するとき、～するため」  

例）  

階段の清掃  

④ 安全衛生対策の不備  「～なので、～がないので」 

例）  

後ろ向きで同じ階段上に両足を揃えている  

⑤ 負傷又は疾病の状況 「（事故の型）＋（体の部位）を～になる、～する」

例）  

足を踏みはずして転落し、足を骨折  

 
上記の①～⑤を統合して、「危険性又は有害性と発生のおそれのある災害」を表現する。 
例）  

作業者が、階段の清掃作業をしているとき、同じ階段状に両足を揃えていたので、

足を踏みはずして転落し、足を骨折する。  
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第４章 リスクアセスメントの体験 

体験２ リスクの見積り 

 
〔個人作業〕 

特定されたリスクについて「リスクが発生する頻度」「リ

スクが発生したときに負傷又は疾病になる可能性」「負傷又

は疾病の重篤度（災害の程度）」という３つの要素による『加

算方式』でリスクを見積り、記入用紙の「リスクの見積り」

欄に記入します。 
 

頻 度  可能性  重篤度  
リスク
ポイント

 ＋  ＋  ＝  

 
 
 
 

頻  度 点数 内 容 の 目 安 

頻   繁 ４ １日に１回程度 
時   々 ２ 週に１回程度 
ほとんどない １ 半年に１回程度 

 
内 容 の 目 安 

可 能 性 点数 
危険検知の可能性 危険回避の可能性 

確実である ６ 事故が発生するまで危険を
検知する手段がない 

危険に気がついた時点で
は、回避できない 

可能性が高い ４ 十分な注意を払っていなけ
れば危険がわからない 

専門的な訓練を受けていな
ければ回避の可能性が低い 
回避手段を知っていれば十
分に危険が回避できる 可能性がある ２ 危険性又は有害性に注目し

ていれば危険が把握できる 
危険に気がつけば、けがを
せずに危険が回避できる ほとんどない １ 容易に危険が検知できる 

 
重篤度 点数 災 害 の 程 度・内 容 の 目 安 

致命傷 10 
死亡や永久的労働不能につながるけが 
障害が残るけが 

重 傷 6 休業災害（完治可能なけが） 
軽 傷 ３ 不休災害（医師による措置が必要なけが） 
軽 微 １ 手当後直ちに元の作業に戻れる微小なけが 

リスク

 

 

94 


